
宛
凡例
後
に
-
EE
Jn州
成
偵
菊
餌
仙
川
に
て
牝的
山部
竹光
文
如
州之
粍
町
歌
伸

iEr.り
棚
舟
淡
幽
坤

へ
町
相
偶
も
り
也

別
紙
沓
附
の
心
町
令
林
知
依
､
耶
切
.1
相
偶
聴
聞
村
次
不
純
陸
恨
々
榊
姻

し
寺
社
朴
_こ
北
ハ村
の
庄
局
中
鮮
印
形
に
て
解
知
聴
牌
段
致
満
替
常
僻
村
よ

り
文
部
御
役
柄

へ
可
持
光
も
り
也

末
十
二
月

飛
騨

和
泉

丹
波
閲
桑
田
郡
村
々

寺
社
､
庄
屋
､
年
寄

右
の
御
澗
笹
は
北
桑
田
郡
山
山
村
大
任
犀
村
山
氏
約
党
紀
の
中
.1二
手
託
さ

れ
芋
J
り
な
先
日
被
風
し
た
も
り
で
み
ろ
ー
｢伊
能
忠
敬

｣
に
ょ
る
TJ
同
行

の
事
幡
以
下
七
人
は
手
樽
攻
祁
虫
兵
衛
､
下
役
永
井
迩
左
穐
門
今
泉
叉
典

侍
ー門
谷
琉
次
郎
､内
範
子
､
尾
形
舶
指
､箱
田
汲
助
､
保
水
敬
賊
の
七
人
で

あ
る
文
化
八
年

丁
一
月
廿
セ
ロ
蒔
縛
よ
り
ラー目
盛
開
始
九
年
に
は
九
州
に
入

り
二
年
間
故
地
私
測
盈
し
た
が
十
年
七
月
に
_ェ
手
樽
毅
郎
畠
長
和
絹
江
の

寄
合
.1
て
惜
-
も
嫡
死
L
L
lが
十
月
十

一
日
に
は
九
州
6
1捌
盈
払
丁
り
押

迫
中
開
ね
測
量
L
i1
そ
れ
で
文
中
捕
州
姫
路
よ
り
他
州
生
野
濃
云
々
だ
あ

る
は
文
化
十

山
中
正
月
四
円
に
至
っ
て
密
行
さ
れ
た

り

で
わ

あ
恕
放
り

一
行
が
丹
些
胴
知
山
に
入
っ
i1
の
はェ
同
月
二
十
四
日
で
二
月
二
十
二
日
八

木
に
つ
rq
J温
故
は
愛
宕
山
私
越
え
嵯
峨
.1
日
で
仁
和
等
地
史
で
洲
意
し
て

同
月
二
十
六
日
宮
邸
に
別
語
L
i1
､
同
時
.1
永
非
文
陳
が
丹
後
や
丹
波
の

所
々
か
解
捌
し
た
も
り
で
あ
る
､
こ
の
醐
故
事
粟
tこ
槻
L
官
芯
が
い
か
.i

前
放
て
手
か
粍
-
し
て
わ
た
か
寸去

ふ
串
の
沙
汰
寸J
し
て
同
好
の
志
に
示

め
す
こ
ミ
に
L
L
l｡
(聴
匹l
)

新

刊

紹

ふ
り
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科

年

表

(
節

l
阿
)
大

正

十

四

年

光
来
天
文
霧
的

窺
訳
柄

丸
沓
株
式
骨
祉

定
偶
空
似
茄
拾
銀

賞
敬
三
]
三
､
大
サ
;
○
糎
五
×
l
市
.槻

木
年
来
.r]_ェ

一
股
規
整
の
致
育
､

桝
班
及
廠

用
に
伐
ず
る
欝
め
各
年
発
行

せ
ら
れ
る
も
ら
の
第

1
阿
り
も
り
で
み
ろ

竺
:R
ふ
こ
1J
で
あ
る
｡
之
み

1

班
す
る
に
絶
て
の
伸
的
弧
襲
(P
h
y
sicat
S
cience)
,1
関
す
る
茄
嬰
な
デ
ー

タ
み
掴
げ
て
み
ろ
｡
就
中
暦
郡

､
天
文
部
､
気
象
部
ijq,iij
qJ
L
之
に
添
ふ

ろ
に
物
税
化
興
部
､
地
興
部
及
附
練
り
各
項
目
が
あ
る
｡
其
の
細
目
に
至

っ
て
は
組
計
二
甘
項
に
旺
-
､
佃
的
弧
聾
の
倉
搾
qJ
も
1耳
へ
ろ
租
盟
餌
で

あ
る
O
加
之
北
ハの
チ
ー
タ
ーヱ
最
新
の
研
究
に
成
れ
る
結
鵜
も
採
用
し
て
あ

る
か
ら
他
の
幾
多
の
-

の

み
沖
狐
す
る
こ
ま
ね
嬰
せ
ず
し
て
政
に
探
っ
て

嗣
蜜
.
研
究
乃
至
_ユ
授
業
に
用
ふ
ろ
こ
ぞ
が
E
氷
る
､
哲
人
地
壌
瀞
に
取

っ
て
は
其
り
天
文
部
気
象
部
が
必
欝
で
あ
る
せ
同
峰
に
虎
も
韮
餌
な
の
は

地
幾
部
で
あ
る
｡
瓜
の
部
_こ
tユ
地
組
､
地
質
及
錬
物
､
地
磁
気
及
重
力
~

地
覧
奴
に
粕
項
の
各
項
が
あ
り
､
細
目
六
十
わ
I
､
其
の
各
日
の
斬
新
の

デ
ー
タ
私
淑
つ
ii
こ
せ
.IJ_r
立
な
脂
滞
｣
の
日
の
政
雄
の
も
の
は
昨
年
従
兄

さ
れ
を
且
簡
(
日
本
)
の
九
九
五
〇
光
除
で
あ
り
､
本
邦
の
地
質
系
統
中
,i

仙
姦
地
質
敦
宝
の
幣
袈
採
用
で

ち
数
縫
純
等
の
新
地
代
の
新
名
み
歩
け
ii

り
秩
父
圏
粒
石
隣
組
_こ
止
め
ii
り
其
の
新
し
さ
こ
ぞ
は
寧
ろ
'1
イ
カ
ラ
地

政
て
ゐ

ろ
位
で
あ
ろ
O
新
し
貴
地
興
野
が
必
ず
粍
右

_こ具
へ
な

け
れ
ば
,Tj

ら
和
年
来
で
あ
る
こ
tJ
t
,
Fの

7
二
側
に
つ
い
て
で

も云
ひ
-
為
｡
地
球

E
人
前

七
三



地

球

試
静
が
こ

の
よ
き
新
し
r*
,年
数
ね
任
用
さ
れ
ろ
=
}J
は
切
望
に
域

へ
な
い

桝
で
あ
る
0

回
に
去
ふ
朝
鮮
11
1ェ
政
利
田
博
士
在
職
時
代
よ
り
仁
川
観
測
所
嗣
基
に

か
ゝ
ろ
日
嗣
偵
兜
亡
い
ふ
小
形
の
膝
部
､
気
象
邦
､
地
組
部
､
雅
邦
の
み

る

年髭が
発
行
さ
れ
て
居
り
ー
本
年
は
其
の
節
十
七
次
の
も
の
が
出
て
居

ち
.
こ
の
日
用
位
班
り
方
tェ
定
偶
五
十
銭
で
､
朝
鮮
在
任
潜
に
は
甚
だ
位

利

な

も
の
で
あ
る
｡
(新
駅
也
)

欝
三
番

第
四
幼

児
粥

忠
田

が
'
拙
池
の
綬
ー
悪

童

富
ー
分
水
鼎
の
低
予

言

に
名
々
其
の
発
展
軸

促
し
､
内
地
.り
人
文
発
達
に
警

-
ろ
鬼
が
甚
大
で
あ
っ
ii
.
現
今
に
於
て

-‡
フ
ラ
ン
ス
北
部
｡
東
部
･
イ
ン
で
フ
ン
ド
¢
岡
部
･
オ
ラ
ン
ダ

･
将
泡
北

部
笹
は
･BB
河
の
密
度
が
甚
だ
大
で
あ
る
0
次
衆
-‡
虫
要
諦
脚
の
水
路
の
会

長
tJ
比
河
の
長
さ
及
会
長
に
封
す
る
践
河
G
l耳
介
此
を

が
L
ii
も
6
)で
あ

る
0

蛋

粍

麗

容

▲▼｣ttl
.∃

.一一1一11
1

･一-一▼･II一1-J一1--一つ一-

*

-
政
経
巴
は
土
地
の
平
均
掲
腰
偽
に
三
甘
米
に
過
ぎ
ず
し
て
践
純
血

の
九
八
〇
糞

ベ
ン
ク
氏
11=
依
る
)
に
比
す
れ
ば
そ
竺

二
分
竺

以
下
で
あ

る
｡
印

し
て
金
放

り
大
半
-‡
二
宮
兆
以
下
の
低
地
で
､
五
官
沌
私
越
ゆ
ろ

地
は
伍
.1
六
分
の

1
に
過
ぎ
な
い
O
芯
地
は
ス
コ
タ
-
ラ
ン
ド
か
ら
ス
カ

ン
ヂ
ナ
ダ
イ
ヤ
牛
島
に
及
ぶ
北
欧
U
'
イ
ベ
Ⅴ
ヤ
牛
島
か
ら
ア
ル
プ
ス
布

経
て
バ
ル
カ
ン
牛
島
に
及
ぶ
南
欧
亡
に
わ
リ
ー
中
欧
に
t‡
低
山
性
の
中

枠

山
脈
あ
れ
../赦

し
て
平
地
が
多
い
｡
而
し
て
=
れ
等
6
1山
地
は
粒
多
G
l河

容
･1こ
よ
り
て
切
断
せ
ら
れ
､
そ
れ
等
の
分
水
鼎
-ェ
秘
め
て
低
-
地
中
聖

謂
準

基
柘
方
面
よ
り
ビ
ス
カ
ヤ
撃

イ
ギ
-
ス
施
聖

北
準

パ
ル
-
響

Ir最

分
団
に
曲
ず
る
盟
窮
な
迫
蹄
か
な
し
て
ゐ
る
0

ロ
ー
ヌ
河
セ
JT
ヌ
河

ダ

ニ
オ
ー
ブ
河

･
ヲ
イ
ン
河
及
び
エ
〝
ペ
河
解
り
河
谷
_ェ
打
-

か
-
利
用

ruれ
i10
辞
hT
心
世
紀
の
初
め
頃
か
-
盛
,1
掘
河
悶
難
の
即
発
が
興
り

ii

国

名

フ
ラ
ン
ス

ーイ
ギ
.>
ス

オ
ラ
ン
ダ

ロ

シ

ャ

ド

イ

タ

･イ
タ
p
ヤ

祷
塊

洪

ス
ウ
ェ
ー
デ

ン

水
路
会
長
(
粁
〕

二

四
〇
〇

七
五
〇
〇

五
二
〇
〇

四
三
三
〇
〇

7
四
七

〇
〇

二
五
〇
〇

六
二

〇
〇

六

7
0
0

此
申
鎚
河
(
秤
)

八
九

丁
八

五

一
三
七

三
五
六

7

叫
九
六
二
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六
〇
二

九

こ
じ

四
八
九

四
七

一

八 八 孟 謁 望 ,; 歪 突 芽
比

以
上
6
)
申

極
め

て

盟
嬰
な
る
-

り
数
個
私
流
明
せ
ん
.

(
こ

キ
ー
ル
提
河
1ユ
キ
-
>蒜

の
北
方
よ
り
エ
1J
･(
河
口
に
通
ず
る
も

6
1で
ー
長
ru
九
九
粁
~
巾

7
0
二
兼
房

ru
〓

兜

に

及
び
ー
六

九
五
年

e
L閑
地
に
か
～
る
O

パ
>j

猫
よ
り
北
海
に
通
す
品
目竃

航
路
ミ
し
て
碍

管

交
池
上
6
1侶
倍
が
甚
だ
多
い
｡
大
槻
後
G
l倹
約
に
よ
っ
て
紐
河
及
其
の

人
口
1‡
哨
泡
随
だ
利
硯
2

切
り
餅
の
摘
棚
及
鰐
躍
り
絹
に
仝
然
均
串
6
)

低
件
.1
て
開
放
せ
ら
れ
､
且
つ
館
に
泊
由
た
る
べ
き

言

私
規
約
せ
ら
れ

ホト
0(

二
)
ル
ド
ゥ
七
･g
河
H-
ラ
イ
ン
河
の

]
文

マ
イ
ン
川
の

Z
立
地
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